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いざく

校
歌
と
校
章
か
ら

先
人
の
思
い
に
学
ぶ

こ
の
校
章
は
、
旧
制
第
七
高
等
学
校
造
士
館
の
徽
章
（
き

校
長

西

浩
一

し
ょ
う
）
に
な
ぞ
ら
え
て
、
当
時
伊
作
小
に
勤
務
し
て

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走

い
た
木
下
政
雄
先
生
が
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

大
会
の
選
手
が
、
颯
爽
と
日
置
路
を
駆
け
抜
け
て
い
き

校
章
を
真
ん
中
に
配
置
し
て
い
る
現
在
の
校
旗
は
、
昭

ま
し
た
。
学
校
で
は
卒
業
式
に
向
け
て
の
練
習
が
始
ま

和
六
十
二
年
に
新
調
さ
れ
た
も
の
で
す
。

り
、
「
校
歌
」
を
歌
う
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
校
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
に
吹
上
小
、
藤
元
小
、

本
校
の

野
首
小
、
平
鹿
倉
小
の
四
校
が
統
合
さ
れ
今
に
至
っ
て

一

日
新
公
の

歌
清
く

校
歌
の
作

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
学
校
を
含
め
て
創
立
百
五
十
周

緑
の
風
を

よ
ぶ
と
こ
ろ

詞
者
は
、

年
を
前
に
、
ま
た
卒
業
式
を
前
に
学
校
の
歴
史
に
つ
い

ま
な
び
の
窓
に

き
ょ
う
も
ま
た

永
年
本
県

て
調
べ
て
み
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

ひ
と
み
明
る
く

元
気
よ
く

の
国
語
教

南
さ
つ
ま
市
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会

学
ぶ
ぼ
く
ら
だ

わ
た
し
ら
だ

育
を
牽
引

二
月
三
日
に
加
世
田
運

さ
れ
て
こ

動
公
園
体
育
館
で
約
三
百

二

伊
作
の
川
の

せ
せ
ら
ぎ
に

ら
れ
た
元

人
が
出
場
し
、
今
年
も
熱

吹
上
浜
の

白
砂
に

鹿
児
島
大

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

仲
よ
し
こ
よ
し

肩
く
ん
で

学
教
育
学

た
。
本
校
か
ら
は
一
年
生

心
を
み
が
き

身
を
き
た
え

部
教
授
の

か
ら
六
年
生
ま
で
計
二
十

は
げ
む
ぼ
く
ら
だ

わ
た
し
ら
だ

蓑
手
重
則

名
が
出
場
し
、
四
年
生
の

先
生
で
す
。

部
で
一
位
、
五
年
生
下
の

三

は
て
な
く
広
い

大
空
に

創
立
百
周

句
の
部
で
一
、
二
、
三
位
、

朝
夕
仰
ぐ

金
峰
山
（
き
ん
ぷ
ざ
ん
）

年
記
念
誌

六
年
生
下
の
句
で
も
同
様

つ
ば
さ
も
強
く

は
ば
た
い
て

に
よ
る
と
、

に
一
、
二
、
三
位
と
、
計

の
ぞ
み
大
き
く

た
く
ま
し
く

先
生
は
伊

七
名
が
入
賞
す
る
な
ど
大

生
き
る
小
学

伊
作
校

作
小
の
子

活
躍
し
ま
し
た
。
う
れ
し

ど
も
に
な

泣
き
や
悔
し
泣
き
す
る
子

っ
た
つ
も
り
で
、
ま
た
伊
作
小
の
理
想
を
ど
う
表
す
か

も
お
り
、
こ
の
大
会
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
練
習
し
て

を
考
え
て
つ
く
り
、
「
し
っ
か
り
勉
強
を
し
よ
う
」
「
み

き
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
南
さ
つ
ま
市

ん
な
助
け
あ
お
う
」
「
大
き
な
の
ぞ
み
を
持
と
う
」
と

の
学
校
も
「
伊
作
小
に
負
け
て
た
ま
る
も
ん
か
」
と
い

い
う
気
持
ち
を
う
た
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
一
番

う
気
概
を
も
っ
て
対
戦
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

は
「
知
」
、
二
番
は
「
徳
と
体
」
、
三
番
は
「
夢
と
希
望
」

歌
の
持
つ
意
味
も
覚
え
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
て
練
習

の
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
本
校
の
学
校

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
で
し
た
。

教
育
目
標
「
主
体
的
に
学
び
、
心
豊
か
で
、
心
身
と
も

様
々
な
場
で
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
！

に
た
く
ま
し
く
、
夢
実
現
を
め
ざ
す
伊
作
っ
子
の
育
成
」

○
南
九
州
美
術
展
で
、
特
選
二
名
、
入
選
十
六
名
。
作

と
合
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
校
歌
は
昭
和
三
十
五
年
に

品
は
二
十
日
ま
で
市
中
央
公
民
館
に
展
示
中
。

制
定
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
の
世
も
知
徳
体
バ
ラ
ン
ス
の

○
県
愛
鳥
週
間
図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
一
年
男
子
佳
作

と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
と
健
や
か
な
成
長
、
幸
せ
を
祈

○
吹
上
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
上
市
来
剣
道
錬
成

る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
会
で
高
学
年
の
部
優
勝
、
低
学
年
の
部
三
位
。

ま
た
、
学
校
便
り
の
標
題
横
に
も
載
せ
て
い
る
校
章

○
伊
作
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
が
南
薩
大
会
優
勝

は
大
正
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
真
ん
中
の
亀

○
伊
作
小
金
管
バ
ン
ド
が
、
二
月
二
十
三
日
（
土
）
十

は
亀
丸
城
を
、
周
り
の
尾
は
伊
作
の
長
い
歴
史
と
伝
統

時
か
ら
本
校
一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
第
十
七
回
定
期

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
願
い
が
ひ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

演
奏
会
を
開
催
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日新公いろは歌かるた取り大会（吹上地域）

１月１９日（土）に行われ
た大会に，本校からもたくさ
んの児童が申込み，吹上砂丘
荘にて熱戦が繰り広げられま
した。
吹上地域４小学校の友達と

緊張感をもって対戦する刺激
は成長にとって必要なことで
す。これをきっかけに，郷土のよさもまた一つ味わう
よい経験になったと思います。
参加した子どもたちが大変立派な活躍を見せてくれ

ました。日頃の練習の成果を生かすことができました。

給食指導強調週間

１月２１日（月）からの
一週間を給食指導強調週間
（おひさま給食週間）と設
定し，食に関する指導を重
点的に取り組みました。
１月２３日（水）に，栄

養教諭の中村先生による家
庭科（５年），体育（保健）
科（６年）の授業を T・T指導で行いました。
「人を良くする」と書いて「食」と書きます。好き
嫌いをせず，感謝の気持ちを持って，食事をしてほ
しいものですね。



＜主な行事予定＞
２月２８日(木) 家庭教育学級

学級ＰＴＡ（１～５年）

３月 １日(金) 学級ＰＴＡ（６年）
８日(金) ６年生を送る会

お別れ遠足
１８日(月) 第３回学校評議委員会
２２日(金) 卒業式
２５日(月) 修了式
２６日(火) 離任式 ＰＴＡ送別会

※ 変更になる場合がありま
すので，各学年の週報や各
種便り等で御確認ください。

インフルエンザの予防・感染拡大防止
にご協力を！（引き続き警戒を！）

◎【手洗い・うがい・早めのマスク】をお願い
します。
⑴手洗い(石けんを使って)，うがい，部屋の
換気をこまめに行い，十分な栄養と睡眠をと
り，規則正しい生活をさせてください。
⑵微熱の症状が出た時には，無理に登校させ
ず，すぐに病院で診察検査を受けてくださ
い。
⑶人混みや繁華街への外出は，極力控えるよ
うにしてください。やむを得ない場合は，
必ずマスクを着用するようにしてください。

◎インフルエンザに感染した場合
⑴発症の翌日から最低５日間は出席停止で
す。登校を控えてください。
⑵加えて，５日間の停止期間内に，または
停止期間終了後も熱が続く場合は，解熱後
の翌日から２日間，出席停止です。

校内読書週間（２月）
～読書に親しみ，感性豊かな心を育む～

２月４日から８日まで本年
度最後の校内読書週間を実施
し，子どもたちは，読書に親
しみました。
ＰＴＡ研修部の方々を中心

に，たくさんの読書ボランテ
ィアの方々に来校していただ
き，読み聞かせをしてもらい
ました。子どもたちは，目を
輝かせ，楽しそうに読み聞か
せを聞いていました。
読書を通して，想像する力

や豊かな感性を磨き，心豊か
な人間に成長してほしいと思
います。
御協力いただいたボランティ

アの皆様，誠にありがとうござ
いました。来年度もよろしくお
願いします。

転出入児の情報をお知らせください

転居や転勤等で伊作小学校の転出入予定児童の
情報がありましたら，正式に決定する前の情報で
も構いませんのでお知らせください。
（学校電話２９６－２０２１教頭まで）
※特に新４年（現３年）は，あと２名の転入で，
2学級になる可能性があります。
（法令等の学級編制基準により，現時点では，新
２年，新５年，新６年は2学級の予定です。新１
年，新３年，新４年は１学級の予定です。）

第３回PTA奉仕作業（落ち葉拾い）
１月２７日(日），第３回Ｐ

ＴＡ奉仕作業（落ち葉拾い）
を行いました。
今回は，亀丸城跡地の落ち

葉を集め，学校の堆肥小屋ま
で運んでいただき，集めた落
ち葉で，来年度使用する堆肥
作りを行いました。
ＰＴＡ環境整備部の皆様を

中心に，参加してくださった
全ての皆様，早朝より寒い中
での作業，誠にありがとうございました。

第３回学校保健委員会

２月１３日(水），学校
保健委員会でＰＴＡ保体
部員の方々に，各種アン
ケート結果のお知らせ，
グループ協議等を行いま
した。
本会の内容につきまし

ては，２月２８日（木）
（１～５年），３月１日
（金）（６年）の学級Ｐ
ＴＡでもお知らせします。当日の資料で御確認く
ださい。
今後も，子どもたちの心身共に健やかな成長の

ために，御協力，御指導，よろしくお願いします。

性に関する指導月間(２月）
（生きていることに感謝できる人間に）

２月は「性に関する指導
月間」でした。
１年生から６年生まで発

達段階に応じて性に関する
学習に取り組みました。
男女の体の違いを知り，

そこから自分の体を大切に
すること。また，男女がお
互いを認め合い，人権尊重
の精神を高めること。さら
に，命の大切さについて，
深く考えることができました。
この世に誕生した奇跡的な出来事を，親も子供もお

互いに共有し，他者の命についても思いやれる，優し
い心を育てていきたいものです。また，そのような人
間に成長してほしいと思います。生きていることに感
謝できる人間であってほしいと思います。


